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福協の方にお手伝いいただき、スコアのつけ方や細かなルールについて レクチャーいただきま した。  ‐     ‐ ‐||

今年度から義彰薄量を変更 し、多くの方に賞品が渡るよう藝体翁書「

8強までの警―込藪夕驚から個人の部の表彰を行いました。参加者全員

で■緒IF汗なかき、プレーを楽 しむことができました。
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<労福協個人の部>

秋山 真輝 様

長尾  翔 様

1佐野1彰彦 様
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2019年 10月 6日 ・7日 の 2日 間、役員視察研修を実施 しました。隔年での実施の為 1年ぶり母馨修となりました。今回

は S ttO sを はじめ環境費轟を予―マに労福協活動の広が りや地域共生を目指 して、す=ネ
頸ヤマ ト及盤ク議/ゲー トと

産業農菫擁の中間処理施設である種坂産業を視察しました。参加者は小林会長以下総勢 10名 で、早朝からバスで羽田経

由埼玉方面へ向かいました。羽田クロノゲー トでは全てォー |メ ーシ重ンイLさ れた宅
=]佳

訳嚢爆員学とそれよFヽ :こ ヤマ ト

で,ま 宅灘業務だけで1ま なく流通の拠点としてのメリットを生かし、各家庭から送られてきた不具合のある家電をメーカー

に送る際、ヤマ ト自身が修理 したり、高価で小病院では買えない医療機器を宅憂業縫を最かなでヤマ |が シンき斗を行う

など、他にも多岐に亘 り脅壽I爆 憧審雛簑したサービスが提供され参加者も興味を持つて見学をしていました。翌日の石坂

産業の視察では、産業廃棄物施設は
'晴

い `溝 慧ヽ `亀猿壺ともヽ最イメージを持たれ通議4主 霊から1ま 敬達されがちですが、

その意識を変える為、霞外作業議鐘褻作業 :こ 変え議音を漁ットし、チ .」 や壌もスプリンク争―で「
「えるなど、一切建農が

難夕::こ 響1腱 されないようにし、環境に影響を与えないような工夫がされていました。またリサイクル面では人曇手
'こ

よ |:

纏かく仕訊することで 98犠鞠菫携が再幕:馨 されていることにも驚かされました。

2日 間の施設研修で環境への配慮や地域走繕共生等大変勉強になりました。分袴fや リサイデル曇重要性も改めて認識 しま

した。自分たちにできることを考え、富士宮地区労福協の今後の活動に活かしていきたいと思います。



2019年 11月 12日 (火)に富士地域労福協主催「纏社とくらしめセ

ミ十一Jを開催しました。今年度は慶慮義塾大学教機の岸韓華氏

を招いて、富士ロゼシアターで講演をいただきました:岸氏は経

済産業省の元官僚であり、現在は T∨ のコメンテニタ■としても

活躍されています。歯に衣着せぬコメン トも人気の先生で会場は

満員で人気の高さが伺えました。講演は「園本経済と生活環境録

先行きを占う」と題 して、オタクから東京オリンピック、世界経

済まで幅広い分野についてのお話をいただきました。「イノベーシ

郵ンとは新 しい技術を生み出すことと認識されているが、今ある

ものを纏合せ、新 ししヽ価ltLを 倉1り だすこと」で例に挙げれば、昨

今売上が伸びないCD業界にありながら、握手券や総選挙などイ

ベン トとCD販売を組合せ、売上を伸 iゴ したA K B48の 話など、

分か りやす く解説され、とても興味深いお話ばか りで、皆さん熱

心に耳を傾け、あつという間に時間が過ぎてしまいました。

ピザ作ι:こ野菜嘱穫悴雛ず

験しました。天気にも恵まれ、子供たちも大事泰|1義

物をゆ心、れあいや柚野の散策、施設内の自然を満1曝1鞍
‐

ました。本格晰なピザ生地作りから始まり、生地を|■

酵している間1通 ピザ鍛具材となる野菜を自分たちで収

穫し、思い思しヽの 群ッピングを行うとそれぞれのオリ

ジナルピザが出来上がりまなた。敷地%の手作リピザ

窯で焼いた出来立て蜀ピずはとても美味しく、子供た

ちは口いつぱいにビザを頬張り笑顔がこばれていまし

た。参加者からも貴重な体験ができたと喜ばれました。

次回の企画もお楽 しみに ♪

2019年 12月 16日 富士宮市役所にて懇談会を開催 し、

富士富事に対 して行政要望書を提轟 しました。6月 より

労福協の各嚢員か ら要望を集絶 し、要望内容の確認や

調査を行い、多 く鋤要望事項か ら三役会・幹事会等で

以下の 4嘆 藝にまとあま した。冒頭に小林会長から須

藤市長に要望書を提出 し、一項 目ごとに市長より丁寧

な国答がありました。(回 答書はHPに掲載)

① 高齢 ドライバー事故対策について

② 放課後児童クラブの時間延長について

③ スポーツ促進のためのグラウンド整備

④ 利子補給制度募集枠の拡大について
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2020年 1月 17日 に「富士宮地区労準
‐
協十年●集囃軍

スタルホールザヽテオンで開催されました11労結偽蔭嵯醒
総勢藤3理 が参爆され、来賓には富
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労福協からは逸冨理事長をお招きし、ギ挨拶
をい||1警|イ

た。小林会長からは 25年前の今日起こつた阪神漆肇本震栞

を振り返り共助の大切さや 55爾年を避える策福協轟溝軸に

ついて紹介がされました。続いて、来賓の方々と小林会長の

3名が皆さんのヨイショの掛け声で勢いの良い鏡聞きを行

いました。毎年好評の F若者織会』によるスプーンピンポン

玉運びゲームで盛り上がり、最後の大i繭選会でiま豪華賞品を

手|■肯●々本変喜んでいらつしゃいました。


